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第26回 「もしも」の前に知っておきたいわが家を守る二つの盾
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西敬寺公式LINE

お盆・納骨壇合同法要 / 非戦の鐘のご案内

〒 381-0016  長野市南堀336 

TEL 026-243-5570／ FAX 026-403-2400

「忘れない」という阿弥陀さまの願い
～ 令 和 8 年 度 永 代 経 法 要 厳 修～

本願寺派布教使 吉村隆真師をお招きし、「幸齢者」への道を共にご聴聞
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華美な服装をお控えになり、

仏さまに対して節度ある装い

でお越しくださいませ。お念

珠・門徒式章・法事勤行集（お

持ちの方）はご持参ください。

＊勤行集は貸出用もございます。

どなたでもお参りいただけます。

新盆に該当されるご遺族と、納

骨壇をご利用の門信徒以外の

皆さまは、8月5日までにLINEま

たはお電話にてお申し込みくだ

さいませ。

お申し込み方法 服装・お持ち物 御布施

「御布施」と表書きのうえ、代

表者名をご記入いただき、受

付にお納めください。

ご参拝記念品（お供え）をご用

意しております。

＊冷房を効かせ、お飲み物もご準備しています。どうぞごゆっくりお参りください。

＊15日は8〜12時の間「非戦の鐘」（準備・片づけを含む）がございますので

ご留意ください。

ご案内  どなたでもお参りいただけます

住職・本願寺派布教使 木賣 慈教

『またね』と言えるしあわせ。
～浄土（ふるさと）と繋がる夏の朝～法話

なお、お盆礼は庫裡大玄関にて

坊守が承りますのでよろしくお願い申し上げます。

祝日・山の日



さん

全椅子席・エアコン完備

憲法が変わるとどうなる？
住職と一緒に考えるスライド

決して人ごとではない「戦争と平和」
について、仏教の視点からご一緒に考
えてみませんか？



寺報・LINEを使い分

け、分かりやすい案

内を継続します。

オンライン配信も検

討してまいります。

「やさしく、身近に、

心に届く」法話を大

切に。noteやLINEで

の共有も進め、参加

できなかった方にも

届く工夫をします。

平日・休日や時間帯

など、参加しやすい

機会づくりを検討し

ます。ゆったり過ご

せる時間の工夫も進

めます。

年回忌やお布施、持

ち物などの基礎知識

から、終活・お墓・

お寺のご相談まで、

専門的にも寄り添い

ます。

ご家族・ご友人を誘

いやすい雰囲気と、

温かなおもてなしを

心がけます。

「来てよかった」と

思える場をつくって

いきます。

多くの皆さまにご参拝いただき、心より御礼申し上げます。今回は西敬寺LINE公式での任意回答

として、42件のお声を頂戴しました。法要全体への満足度は高く、ご法話についても「分かりやす

かった」「心に残った」とのお声が寄せられました。故人を偲ぶひとときが、今を生きる私たちの

心にも届くご縁となっていることを、たいへんありがたく受けとめております。

一方で、「参加したかったが都合がつかなかった」「関心はあったが参加できなかった」という

お声もありました。今後は、いただいたご意見を大切にし、来られる方にも、来たくても来られな

い方にも仏法が届く、開かれた聞法道場を育ててまいります。

「心に染みて涙が流れ

ました。忘れないとい

う願いに救われます」

18



ずっと飾っておかなきゃダメ？

そんなことはありません。

節目の日に飾る選択もOK

お仏壇の中に飾ってもいいの？

遺影はお仏壇の中ではなく、

そばに置くとよいでしょう。

しまうのは失礼では？

きちんと管理して、大切に

保管すれば安心です。

お仏壇のそば小さく置く

そんなことはありません。
節目の日に飾る選択もOK

無理なく、大切に、あたたかく

①縮小してお仏壇のそばや
リビングの一角に飾る

②複数の遺影を縮小
して一つの額にま
とめて飾る

ご葬儀で作った「遺影」は、大切
な写真です。けれどご本尊のよう
に拝むものではありません。

ライフスタイルに合わせて無理な
く飾ることが大切です。

③データ化して
節目に見返す

お焚き上げ・保管・飾り方のご相
談も承っています。「どうしよ
う」と迷われましたら、住職にお
気軽にお声がけください。

ご法事は、亡き人を偲ぶ大切なご縁です。けれども「何回忌ま
で勤めればよいのか」「親戚をどこまで呼ぶのか」「家族だけ
では失礼にならないか」と迷われる方が増えています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
昔ながらの形を大切にしながらも、今の暮らしに合わせて、無
理なく続けることが大切です。ご法事は“義務”ではなく、亡き
人を通して、いのちのつながりをたずねる時間です。

①少人数で本堂またはご自宅で
お一人だけ、ご家族だけ、近しい方だけのご法事
も増えています。「少人数でもよいのかな？」と
思われたら、ご相談ください。
＊オンラインでのご参加もご相談いただけます。

②御斎（会食）なしの法事も可能です
ご高齢の方や遠方の方に配慮して、読経とご法話
を中心にする形もあります。
ご家族の負担に合わせて、無理のない形を住職が
ご一緒に考えます。

③年回忌を家族で語り合うご縁に
亡き人の歩みが、今を生きる私たちに静かに届い
てきます。今のご家族のこと、これからの暮らし
や終活について、話し合うきっかけにされてみて
はいかがでしょうか。



第2６回
「もしも」の前に知っておきたい、

わが家を守る二つの盾
－認知症に備える「家族信託」と「任意後見」の違いと選び方－

毎⽇の暮らしを⼼穏やかに、そしてご家族との和やかな絆を未来へつなぐために、今とても
注⽬されている「終活」があります。それが、将来もしも認知症などで判断⼒が衰えてしまっ
たときに備える事前の約束事です。今回は⼤切な財産とこれからの暮らしを守る「⼆つの盾
（家族信託と任意後⾒）」について、解説していきます。

なぜ今、備えが必要なのか
「元気なうちしかできない」という時間の制限
⽇本⼈の平均寿命が延びるなか、誰もが直⾯する可能性があるのが「認知症」です。実は、認知症に

よって「物事の判断ができていない」と法律上みなされると、銀⾏⼝座からお⾦が引き出せなくなった
り（⼝座凍結）、実家の⽚付けや売却、施設の⼊所⼿続きが本⼈（⾃⾝）の意思だけではできなくなっ
たりしてしまいます。ここでの最⼤のポイントは、「認知症になってからでは、資産を守るための公的
な契約を結ぶことができなくなる」ということです。
相談で多く⾒受けられるのが、「もう少し弱ってきたらそのときに改めてお願いします」というケー

スですが、「もう少し弱る」とはどの程度を指して、誰が決めるのでしょうか。判断能⼒の低下は⾃分
では気づけないこともありますし、⾏動⼒・決断⼒が以前より低下していることも多いです。
まだお元気で、⾃分の意思をはっきりと伝えられる「今」だからこそ、準備できる対策があるのです。

第１の盾：お⾦と実家を守る「家族信託」
家族信託を⼀⾔でいうと「元気なうちから、信頼できる家族に『財産の管理・処分』を託しておく仕

組み」です。
【いつから？】契約したその⽇からスタートできます
あなたがまだお元気なうちに「このお⾦と実家の処分権を⼦供に託します」という契約を結ぶこと
ですぐにでも始められます。

【何ができる？】実家の売却や、まとまったお⾦の動かし⽅が⾃由になります
万が⼀、あなたが認知症になってしまっても、財産を託されたお⼦さん（受託者）の判断であなた
の代わりにお⾦を⽀出したり実家を売却したりできます。実家が「売ることも貸すこともできない
空き家」になってしまうリスクを完全に防げます。

【ここに注⽬！】
これは「財産（お⾦や不動産）」を守るための強い盾です。ただし、お⼦さんがあなたの代わりに
病院や施設への⼊所⼿続き（契約⾏為）を⾏う法律上の権限まではないため、そこは家族としての
サポートが必要になります。

西敬寺 寺報 聞思MONSHI(第29号) 令和8年7月
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わが家の「⽼後リスク」総点検シート
〜⼀つでもチェックがついたら、お早めにご相談ください〜

（※当てはまるものに☑を⼊れてください）

第２の盾：これからの⽣活（介護）とお⾦を守る「任意後⾒」
任意後⾒を⼀⾔でいうと「将来、⾃分の判断⼒が衰えたときに、⾃分の代わりに『⽣活や介護の⼿続

き』をしてもらう⼈を、元気なうちに選んでおく仕組み」です。
【いつから？】実際に「認知症の症状」が出てから始まります
契約しても元気なうちは何も変わりません。将来、判断能⼒が低下した段階で初めて事前の約束（
任意後⾒）が発動します。

【何ができる？】あなたの「⽣活・介護・医療」の契約を法的に代⾏します
選ばれた⼈（任意後⾒⼈）は、あなたに代わって「施設の⼊所契約」「病院への⼊院⼿続きや費⽤
の⽀払い」などをすべて法的な権限を持って⾏えます。実家の処分についても契約の中にあらかじ
め権限を盛り込んでおくことで可能になります。また、家庭裁判所が選んだ「監督⼈」がチェック
に⼊るため、財産の使い込みなどの不正が起きにくいです。

【ここに注⽬！】
任意後⾒は、あなたの「暮らしと⼿続き」を国（家庭裁判所）のチェックのもとで確実に守る盾で
す。とても⼼強い制度ですが、次の２点だけは知っておきましょう。
① お⾦は「本⼈のため」だけ。本⼈以外のためにお⾦を融通することは原則できなくなります。
② 「施設・病院の契約」はできますが「⼿術の同意」はできません。命に関わる「重⼤な⼿術への
同意（サイン）」だけは法律上後⾒⼈であっても代⾏できません。

わが家はどちらの盾が必要？ 選び⽅の基準
⼆つの制度はどちらが良い悪いではなく「家族の形」によって向き不向きがはっきりと分かれます。
「家族信託」が向いている⽅
・信頼できる⼦供や⾝内がいて、これまで通りの暮らしを続けたい⽅
・万が⼀の時も、実家の売却や管理を⼦供の裁量で柔軟に進めてほしい⽅

「任意後⾒」が向いている⽅
・おひとり様、お⼦さんがいない、または頼りたくても頼れない事情がある⽅
・⾝内ではなく、家庭裁判所や専⾨家（弁護⼠・⾏政書⼠など）の公的なチェックのもとで財産を
守ってほしい⽅

＜おわりに＞
「家族信託」と「任意後⾒」は、どちらが優れているかではなく「あなたの家族の形」によってど

ちらが味⽅になってくれるかが180度変わります。頼れるご家族がいる⽅は、このチェックリストを
⾒ながら「うちはどっちの形がいいかな？」と話し合ってみてください。また、おひとり様や頼れる
⾝内がいない⽅も決して不安になる必要はありません。「任意後⾒」という確実な盾があります。ど
ちらの道に進むにしても、まだお元気で⾃分の⾔葉で意思を伝えられる「今」だからこそ、選べる未
来があります。まずは⼀歩、わが家のこれからの安⼼について考えてみませんか。

－ご意見・ご要望・ご質問などお気軽にお寄せ願います－

   伊藤 安芸：インサイド・アウト行政書士事務所代表  

    （行政書士・家族信託専門士・葬祭カウンセラー）

TEL  090-4051-6443 メール  y-itoh@office-angei.com 事務所サイト



▶タイムテーブル

各 回 共 通

  13:30〜15:00

（受付開始13:00より）

13:30 仏事作法体験

13:50  法 話

14:10  休 憩

14:20  講 演

14:50  質問タイム

15:00  終 了

日 程 講 演・法 話 テ ー マ

8月はお盆合同法要のため休講となります。

合同法要のご案内は2ページにございます。

第６０回

9月13日

講演 円満な『お墓の引っ越し（改葬）』

と手続きの基本

法話 人は去っても、いのちは消えない

第６１回

10月11日

講演 スマホの中身、家族に託せますか？

～見えない財産とデジタル遺品の整理術～

法話 見えないものほど、大切に残る

タイムテーブルのように前半（13:30〜14:10）・後半（14:20〜15:00）

に分けてありますので、どちらかだけのご参加も可能です。

西敬寺 終/宗活公開講座
どなたでも

参加費不要
原則毎月
第2日曜日

講座のあと、気になっていたことを個別にご相談いただけます

ご相談時間は通常、講座終了後の15:00〜17:00です。
※ご都合が合わない場合は、別⽇でのご相談にも随時対応いたします。

☑  「まだ先のことだけれど、少し気になる」 ☑ 「何から考えればよいのか分からない」

そんな時も、どうぞお気軽にご相談ください。

ご相談無料・要予約

ご予約・お申し込みは 📞 026-243-5570 もしくは西敬寺公式LINEへ

人生の節目にまつわる不安や、仏事・相続・終活のお悩みを、分かりやすく学ぶ講座です。

事前相談は、無理に何かを決める場では
ありません。分からないことを整理
し、もしもの時に慌てないための時間で
す。ご遠慮なくお申し込みください。


